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　　　　水害リスクに備える
◎ ８月は道路ふれあい月間です
◎ 「マイナポイント第２弾」が始まりました！

短冊に願いを込めて
～近津幼稚園 七夕祭り会～
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増
加
傾
向
に
あ
る
集
中
豪
雨

全
国
の
1
時
間
降
水
量
80
㎜
以
上
の

年
間
発
生
回
数
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

過
去
10
年
間
（
２
０
１
２
〜
２
０
２

１
年
）
の
平
均
年
間
発
生
回
数
（
約
24

回
）
は
、
統
計
期
間
の
最
初
の
10
年
間

（
１
９
７
６
〜
１
９
８
５
年
）
の
平
均

年
間
発
生
回
数
（
約
14
回
）
と
比
べ
て

約
１
・
７
倍
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

⇒
令
和
元
年
東
日
本
台
風
の
町
内
の
被
害
写
真

近
年
、
自
然
災
害
が
全
国
で
多
発
し
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
の
東
日
本
台

風
で
は
、
社
川
が
氾
濫
す
る
な
ど
、
町
内
で
も
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。
７
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
は
、
大
雨
・
台
風
に
よ
る
水
災
害
の
増
加

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
「
も
し
も
」
に
備
え
て
避
難
方
法
、
備
蓄
、
災
害
時
の

情
報
収
集
手
段
に
つ
い
て
、
改
め
て
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す

線
状
降
水
帯

線
状
降
水
帯
と
は
、
次
々
と
発
生
す

る
発
達
し
た
雨
雲
（
積
乱
雲
）
が
列
を

な
し
、
数
時
間
に
わ
た
っ
て
ほ
ぼ
同
じ

場
所
を
通
過
ま
た
は
停
滞
す
る
こ
と
で

豪
雨
を
も
た
ら
す
、
線
状
に
伸
び
た
雨

域
の
こ
と
で
す
。

国
内
で
は
、
毎
年
の
よ
う
に
線
状
降

水
帯
に
よ
る
大
雨
が
発
生
し
、
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

気
象
庁
で
は
６
月
１
日
か
ら
、
線
状

降
水
帯
に
よ
る
大
雨
の
可
能
性
が
あ
る

と
予
想
さ
れ
た
場
合
に
、
半
日
程
度
前

か
ら
、
気
象
情
報
に
お
い
て
、
「
線
状

降
水
帯
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
使
っ

て
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

水害リスクに
備える

出典：気象庁ホームページ（https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/extreme/extreme_p.html）

※グラフ内、青線：５年移動平均値、赤線：長期変化傾向（この期間の平均的な変化傾向）
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自
宅
等
の

水
害
リ
ス
ク
を
知
ろ
う

町
で
配
布
し
て
い
る
棚
倉

町
防
災
マ
ッ
プ
に
は
、
浸
水

や
土
砂
災
害
等
の
危
険
性
が

高
い
区
域
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

令
和
４
年
２
月
に
見
直
さ

れ
た
棚
倉
町
防
災
マ
ッ
プ
で

は
、
新
た
に
告
示
さ
れ
た
久

慈
川
周
辺
の
水
災
害
危
険
度

の
追
記
や
土
砂
災
害
警
戒
区

域
等
が
更
新
さ
れ
ま
し
た
。

洪
水
浸
水
想
定
区
域
は

「
千
年
に
1
度
」
程
度
の
最

大
規
模
降
雨
量
を
想
定
し
て

い
ま
す
。
自
宅
付
近
が
浸
水

エ
リ
ア
に
な
っ
て
い
る
場
合

は
も
ち
ろ
ん
、
浸
水
エ
リ
ア

に
な
っ
て
い
な
く
て
も
常
日

頃
か
ら
避
難
ル
ー
ト
の
確
認

を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

「
防
災
マ
ッ
プ（
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
）」

お
持
ち
で
す
か
？

令
和
４
年
２
月
に
見
直
さ
れ
た
棚
倉

町
防
災
マ
ッ
プ
は
、
棚
倉
町
役
場
住
民

課
窓
口
で
配
付
し
て
い
る
ほ
か
、
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
Ｐ
Ｄ
Ｆ
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
災
害

リ
ス
ク
の
ほ
か
、
避
難
や
防
災
に
関
す

る
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

各
施
設
・
事
業
所
な
ど
ご
自
宅
以
外
に

も
常
備
い
だ
だ
く
こ
と
を
お
す
す
め
し

ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

住
民
課

消
防
環
境
係

☎
33
│
２
１
１
６

洪水浸水想定区域（凡例）

土砂災害警戒区域（凡例）※一部
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異常気象時通行規制区間

土砂災害 特別警戒・警戒エリア・危険区域　凡例

洪水災害 凡例

緊急避難場所・避難所・異常気象時通行規制区間 凡例
1 緊急避難場所•避難所緊急避難場所•避難所
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異常気象時通行規制区間

土砂災害 特別警戒・警戒エリア・危険区域　凡例

洪水災害 凡例

緊急避難場所・避難所・異常気象時通行規制区間 凡例
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保存版2022

わが家の防災メモ

棚倉町
防災マップ

Tanagura town disaster prevention map

大雨、洪水、土砂災害、地震などの
自然災害はいつやってくるかわかりません。

この総合防災マップを活用し、
地域に存在する危険箇所を把握して、
日ごろの備えと地域の自主防災活動に

取り組みましょう。

避難所

連絡先

地震のとき：

土砂災害のとき：

大雨・洪水のとき：

離ればなれになったときの集合場所：

氏　名 携帯電話 勤め先・学校の連絡先

棚倉町

保存版2022
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棚倉町
防災マップ

Tanagura town disaster prevention map

大雨、洪水、土砂災害、地震などの
自然災害はいつやってくるかわかりません。

この総合防災マップを活用し、
地域に存在する危険箇所を把握して、
日ごろの備えと地域の自主防災活動に

取り組みましょう。

避難所

連絡先

地震のとき：

土砂災害のとき：

大雨・洪水のとき：

離ればなれになったときの集合場所：

氏　名 携帯電話 勤め先・学校の連絡先

棚倉町

保存版2022わが家の防災メモ棚倉町総合防災マップTanagura town disaster prevention map大雨、洪水、土砂災害、地震などの自然災害はいつやってくるかわかりません。この総合防災マップを活用し、地域に存在する危険箇所を把握して、日ごろの備えと地域の自主防災活動に取り組みましょう。避難所（地）連絡先地震のとき：土砂災害のとき：大雨・洪水のとき：離ればなれになったときの集合場所：氏　名学校・勤務先・電話番号など特記メモ（携帯など）棚倉町
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土石流　特別警戒区域

土石流　警戒区域

建造物に損壊が生じ、住民の生命または身体に
著しい危害が生じるおそれがある区域

土砂災害のおそれがある区域

出典：棚倉町住民課発行　棚倉町防災マップ、福島県危機管理課発行　ふくしまマイ避難ノート
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避
難
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
確
認
す
る

災
害
発
生
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
早
め
の
避
難
を
心
掛
け
る
と
と
も
に
、
避
難
指
示
が
出
た
ら
、
速
や
か
に
安
全
な
場
所

に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

戸
別
受
信
機
の
確
認
を

災
害
情
報
は
、
防
災
無
線
が
頼
り
に
な

り
ま
す
。
ご
自
宅
の
戸
別
受
信
機
の
状
態

を
い
ま
一
度
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

生発害災るま高が性険危生発の害災砂土・水洪災害発生のおそれあり気象状況の悪化

あなたがとるべき避難行動は？

ご自身または一緒に避難する方は
避難に時間がかかりますか？

危険な場所から高齢者等は避難! 危険な場所から全員避難!!情報収集し、避難行動を確認! 命の危険 直ちに安全確保！

過
経

動
行

スタート！ ハザードマップで自分の家がどこにあるか確認し、印をつけてみましょう。

色が塗られていなくても、周りと比べて低い土地や崖のそば等
にお住まいの方は、市町村からの避難情報を参考に、必要に応
じて避難してください。

※浸水の可能性があっても、
①

②
③

※

洪水により家屋が倒壊または崩落してしまう
おそれの高い区域の外側である
浸水する深さよりも高いところにいる
水・食糧等の備えが十分で、浸水しても
水がひくまで我慢できる
場合は、自宅にとどまり安全を確保する
ことも可能です。
土砂災害の可能性があっても、十分堅固なマン
ションなどの上層階に住んでいる場合は、自宅
にとどまり安全を確保することも可能です。

災害の危険があるので、
原則として※自宅の外に避難が

必要です。

安全な場所に住んでいて、
身を寄せられる親戚や知人はいますか？

早期注意情報
（気象庁）
警戒レベル
1

大雨・洪水・高潮注意報
（気象庁）
警戒レベル
2

避難に時間を要する方は、避難を開始してください。

情報収集し、
避難行動を確認しましょう。

避難準備を整え「防災気象情報」や「河川水位情報」等に注意し、
危険な場所にいる方は、早めに避難してください。

高齢の方、障がいのある方、乳幼児等とその支援者は避難を開始しましょう。

その他の方もいつでも避難できるよう準備してください。

警戒レベル

3 高齢者等避難
警戒レベル

4 避難指示
警戒レベル

5 緊急安全
確保

避難場所へ速やかに避難してください。
対象地域の方は全員速やかに危険な場所から避難してください。

すでに災害が発生または切迫しており、命が
危険な状況です。自宅の上の階や、崖から離れ
た部屋に移動するなど、少しでも身の安全を
確保するための行動をとりましょう。

命を守るための
最善の行動をとってください。

警戒レベル3が
出たら、安全な
親戚・知人宅に
避難しましょう。

（日頃から相談して
おきましょう）

警戒レベル3が
出たら、市町村が
開 設 して い る
指定避難所などに
避難しましょう。

安全な場所に住んでいて、
身を寄せられる親戚や知人はいますか？

いいえはい

例外

メモ②

人が行動できなくなる水の深さ
ひざの高さを超える水の深さでは
歩くことが難しくなります。

メモ①

500m歩くのにかかる時間
避難にかかる時間を
知っておくことも大切です。

●大人の女性
●大人の男性

水位50cm
水位70cm

●大人
●高齢者

約6～8分
約10分 50cm 70cm

警戒レベル4が出たら、
安全な親戚・知人宅
に避難しましょう。

（日頃から相談しておきま
しょう）

警戒レベル4が出たら、
市町村が開設している
指定避難所などに
避難しましょう。

はい いいえ

メモ③

浸水した時の注意点
氾濫した水は濁っているため、
側溝や段差、開いたマンホール
のふたなどが見えなくなります。
洪水の中での避難は、できる
だけ避けましょう。

ル
ベ
レ
戒
警

2
0
2
1
年

8

点
時
月

いいえはい

はい

いいえ
自宅がある場所に

色が塗られていますか？

はい

出典：福島県危機管理課発行　ふくしまマイ避難ノート

緊急解除
/停止

ライト
ON/OFF

再生
/次へ録音 戻る

乾電池 AC
/////

緊急解除
/停止

ライト
ON/OFF

再生
/次へ録音 戻る

乾電池 AC
/////

Ｑ　ACランプが黄緑色に点灯しています。どうしてですか？
Ａ　"$ϥϯϓ͕఺౮͍ͯ͠Ε͹ి೾ྑ޷ͷαΠϯͰ͢ɻ
"$ϥϯϓ͕఺໓͍ͯͨ͠Γɺϥϯϓ͕͔ͭͳ͍ͱ͖͸ి೾
͕ೖΓʹ͍͘ঢ়ଶͰ͢ͷͰɺ૭ࡍͳͲి೾ͷೖΓ΍͍͢৔
ॴʹઃஔ͠·͠ΐ͏ɻ

Ｑ　乾電池ランプが赤く点滅しています。どうしてですか？
Ａ　ిס஑ϥϯϓ͕੺͘఺໓͠ɺʮϓɺϓɺϓʯͱΞ
ϥʔϜ͕໐͍ͬͯΔͱ͖͸ɺి஑͕ফ໣͍ͯ͠ΔαΠϯͰ
͢ͷͰɺి஑ͷަ׵Λ͓͍͠ئ·͢ɻ

よくあるお問い合わせ
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○
安
全
な
避
難
が
で
き
な
い
場
合

既
に
周
辺
で
災
害
が
発
生
し
て
い
る
場
合

や
夜
間
な
ど
、
屋
外
の
移
動
が
危
険
な
と
き

は
、
自
宅
２
階
以
上
で
山
の
反
対
側
の
部
屋
や
、

近
く
の
堅
固
な
建
物
の
上
階
へ
避
難
（
垂
直
避

難
）
し
て
く
だ
さ
い
。

○
避
難
所
に
避
難
す
る
場
合

避
難
所
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
感
染
防
止
対
策
と
し
て
、
受
付
時
の
検
温
・

問
診
や
、
定
期
的
な
換
気
な
ど
を
行
い
ま
す
。

避
難
さ
れ
る
方
も
感
染
防
止
対
策
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

・
避
難
所
へ
は
、
非
常
時
持
出
品
と
し
て
、
各

自
必
要
な
食
料
・
飲
料
水
・
衣
類
な
ど
の
ほ

か
、
感
染
予
防
と
し
て
、
マ
ス
ク
・
体
温

計
・
ス
リ
ッ
パ
の
持
参
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
避
難
所
へ
避
難
す
る
前
に
ご
自
身
の
体
調
確

認
（
検
温
等
）
を
お
願
い
し
ま
す
。
体
調
に

異
常
の
あ
る
と
き
は
、
受
付
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

こ
ん
な
と
き
は
…

屋内避難

山・崖から離れた２階以上へ避難

垂
直
避
難

生発害災るま高が性険危生発の害災砂土・水洪災害発生のおそれあり気象状況の悪化

あなたがとるべき避難行動は？

ご自身または一緒に避難する方は
避難に時間がかかりますか？

危険な場所から高齢者等は避難! 危険な場所から全員避難!!情報収集し、避難行動を確認! 命の危険 直ちに安全確保！

過
経

動
行

スタート！ ハザードマップで自分の家がどこにあるか確認し、印をつけてみましょう。

色が塗られていなくても、周りと比べて低い土地や崖のそば等
にお住まいの方は、市町村からの避難情報を参考に、必要に応
じて避難してください。

※浸水の可能性があっても、
①

②
③

※

洪水により家屋が倒壊または崩落してしまう
おそれの高い区域の外側である
浸水する深さよりも高いところにいる
水・食糧等の備えが十分で、浸水しても
水がひくまで我慢できる
場合は、自宅にとどまり安全を確保する
ことも可能です。
土砂災害の可能性があっても、十分堅固なマン
ションなどの上層階に住んでいる場合は、自宅
にとどまり安全を確保することも可能です。

災害の危険があるので、
原則として※自宅の外に避難が

必要です。

安全な場所に住んでいて、
身を寄せられる親戚や知人はいますか？

早期注意情報
（気象庁）
警戒レベル
1

大雨・洪水・高潮注意報
（気象庁）
警戒レベル
2

避難に時間を要する方は、避難を開始してください。

情報収集し、
避難行動を確認しましょう。

避難準備を整え「防災気象情報」や「河川水位情報」等に注意し、
危険な場所にいる方は、早めに避難してください。

高齢の方、障がいのある方、乳幼児等とその支援者は避難を開始しましょう。

その他の方もいつでも避難できるよう準備してください。

警戒レベル

3 高齢者等避難
警戒レベル

4 避難指示
警戒レベル

5 緊急安全
確保

避難場所へ速やかに避難してください。
対象地域の方は全員速やかに危険な場所から避難してください。

すでに災害が発生または切迫しており、命が
危険な状況です。自宅の上の階や、崖から離れ
た部屋に移動するなど、少しでも身の安全を
確保するための行動をとりましょう。

命を守るための
最善の行動をとってください。

警戒レベル3が
出たら、安全な
親戚・知人宅に
避難しましょう。

（日頃から相談して
おきましょう）

警戒レベル3が
出たら、市町村が
開 設 して い る
指定避難所などに
避難しましょう。

安全な場所に住んでいて、
身を寄せられる親戚や知人はいますか？

いいえはい

例外

メモ②

人が行動できなくなる水の深さ
ひざの高さを超える水の深さでは
歩くことが難しくなります。

メモ①

500m歩くのにかかる時間
避難にかかる時間を
知っておくことも大切です。

●大人の女性
●大人の男性

水位50cm
水位70cm

●大人
●高齢者

約6～8分
約10分 50cm 70cm

警戒レベル4が出たら、
安全な親戚・知人宅
に避難しましょう。

（日頃から相談しておきま
しょう）

警戒レベル4が出たら、
市町村が開設している
指定避難所などに
避難しましょう。

はい いいえ

メモ③

浸水した時の注意点
氾濫した水は濁っているため、
側溝や段差、開いたマンホール
のふたなどが見えなくなります。
洪水の中での避難は、できる
だけ避けましょう。

ル
ベ
レ
戒
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いいえはい

はい

いいえ
自宅がある場所に

色が塗られていますか？

はい
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平
成
20
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
。

本
町
へ
の
寄
附
額
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ

り
、
令
和
３
年
度
は
２
億
４
，
５
９
５
万
円

の
寄
附
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

地
域
の
事
業
者
の
方
に
は
返
礼
品
と
し
て

商
品
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、
寄
附
者
の

方
々
に
大
変
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
寄
附
は
、
寄
附
を
さ
れ
た
方
が

希
望
す
る
事
業
に
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

ủ
;
Δ
͞
と
ೲ
੫
ỨͰ
୨
૔
ொ
Λ

Ԡ
ԉ
͠
ͯ
͘
ͩ
͞
͍

ʓࢠҭͯࢧԉۀࣄ（3,390݅ɹ6,557ສԁ）
ɹɾ༮ஓԂૹܴόεӡۀࣄߦɺ͢͜΍͔੺ͪΌΜԠԉ
ɹɹۀࣄɺࢠͲ΋ηϯλʔؔ࿈ۀࣄ౳
ʓऀྸߴ෱ۀࣄࢱ（2,047݅ɹ4,203ສԁ）
ɹɾλΫγʔར༻ॿ੒ۀࣄɺܟ࿝ۀࣄ౳
ʓ஍Ҭৼۀࣄڵ（991݅ɹ2,591ສԁ）
ɹɾޫ؍ɾۀ࢈ৼۀࣄڵɺจԽࡒอଘۀࣄ༺׆౳
ʓֶڭߍҭࢧԉۀࣄ（632݅ɹ1,257ສԁ）
ɹɾεΫʔϧόεӡۀࣄߦɺ༮ஓԂɺখɾதֶߍʹ͓
ɹɹ͚Δ*$5ڭҭۀࣄɺΩϟϦΞڭҭۀࣄ౳
ʓͦͷଞɹ（5,530݅ɹ9,987ສԁ）
ɹɾ;Δ͞ͱೲ੫ʹ܎Δܦඅ΍ொൃలͷͨΊͷ͞·͟
ɹɹ·ͳ׆ʹۀࣄ༻͠·͢

棚倉町への令和３年度寄附額は２億４,５９５万円
応援いただき、ありがとうございます！

0

5,000

10,000

15,000

20,000

1,058

4,090

9,872

15,978

24,59525,000
万円

平
成
29
年
度

平
成
30
年
度

令
和
元
年
度

令
和
２
年
度

令
和
３
年
度

ふるさと納税の活用希望事業
寄附者からいただいた貴重な寄附金は、以下の事業に活用させていただいています。

令和３年度寄附額活用希望事業

地域振興事業
10％

学校教育支援事業
５％

子育て支援事業
27％

高齢者福祉事業
17％

その他
41％

自
分
の
生
ま
れ
故
郷
や
応
援
し

た
い
自
治
体
な
ど
を
選
択
し
て

「
寄
附
」
が
で
き
る
制
度
で
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
で
は
、
原
則

と
し
て
寄
附
金
額
の
う
ち
２
，

０
０
０
円
を
超
え
る
全
額
が
、
所

得
税
お
よ
び
住
民
税
の
控
除
対
象

と
な
り
ま
す
（
一
定
の
上
限
あ

り
）
。
ま
た
、
多
く
の
自
治
体
で

は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と

し
て
特
産
物
や
名
産
品
を
贈
呈
し

て
い
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
寄
附
金
は
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
町
外
に
お
住
ま
い

の
ご
友
人
や
ご
親
戚
等
に
ご
紹
介

く
だ
さ
い
。

◇
お
申
し
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

か
ら
が
便
利
で
す
。

※
返
礼
品
の
贈
呈
は
、
町
外
の
方
の

み
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

棚
倉
町
役
場

総
務
課

☎
０
２
４
７
│
33
│
２
１
１
１

ふ
る
さ
と
納
税
と
は
？

ふ
る
さ
と
納
税

棚
倉
町

検
索
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道
路
の
境
界
を
越
え
る
生
垣
や
植
栽

は
、
見
通
し
が
悪
く
な
り
、
非
常
に
危

険
で
す
。
所
有
者
の
方
は
伐
採
な
ど
の

適
切
な
管
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

道
路
が
安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
、

道
路
の
異
常
を
発
見
し
た
と
き
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

〇
こ
ん
な
と
き
は
ご
連
絡
を

・
舗
装
に
穴
や
陥
没
が
あ
る

・
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
壊
れ
て
い
る

・
通
行
の
支
障
に
な
る
落
下
物
が
あ
る

・
道
路
に
倒
木
が
あ
り
通
行
で
き
な
い 境界 境界

道　路　幅

工
事
用
の
仮
囲
い
や
突
出
看
板
、
日

よ
け
（
装
飾
ひ
さ
し
）
な
ど
を
道
路
に

設
置
す
る
と
き
は
、
道
路
法
な
ど
の
基

準
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
設

置
す
る
際
に
は
道
路
管
理
者
の
許
可
が

必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
許
可
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
道
路
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

〇
国
道
・
県
道

　
　
福
島
県
棚
倉
土
木
事
務
所

　
　
総
務
課

　
　
☎
33
│
３
１
３
１

〇
町

道

　
　
整
備
課

整
備
維
持
係

　
　
☎
33
│
２
１
１
４

道
路
は
、
い
つ
も
ス
ム
ー
ズ
に
通
れ

る
よ
う
に
、
歩
道
へ
の
駐
車
、
道
路
や

歩
道
へ
の
看
板
な
ど
の
設
置
、
歩
道
上

で
の
営
業
お
よ
び
作
業
等
は
行
わ
な
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
道
路
へ
の
違
法
駐
車
や
、
道

路
脇
へ
の
物
品
や
資
材
な
ど
の
放
置
は

歩
行
や
通
行
の
妨
げ
に
な
る
の
で
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。
道
路
を
安
全
で
快

適
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
維
持
・
管
理

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◀
町
赤
十
字
奉
仕
団
道
路
美
化
活
動

生
垣
等
の
管
理
に

　
　
　
　

ご
注
意
く
だ
さ
い

こ
ん
な
と
き
は

　
　
　
　

許
可
が
必
要
で
す

道
路
の
異
常
を
発
見
し
た
と
き
は

「朗らかに　『お先にどうぞ』が　言えた朝」

８月は道路ふれあい月間です
　道路は、私たちの生活を支える大切な財産であり、将来を生きる子どもたちにとっても、
大切な財産です。
　子や孫の世代に、美しく安全な道路を引き継いでいくため、この機会に道路について改
めて考えてみましょう。

道
路
環
境
の
美
化
に

　
　
　
　

ご
協
力
く
だ
さ
い

広報広報
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最大20,000円分のポイントがもらえる
「マイナポイント第2弾」が始まりました！「マイナポイント第2弾」

ɹϚΠφϙΠϯτୈ̎஄͸ɺୈ１஄Ͱ࣮͍ͨͯ͠ࢪ಺༰ʹՃ͑ɺ݈߁อূݥͷར༻ਃࠐΛํͨͬߦ΍ެۚडऔ
口࠲ͷొ࿥Λํͨͬߦʹɺ１人౰ͨΓ࠷େ20,000ԁ෼ͷϙΠϯτ͕෇༩͞ΕΔ΋ͷͰ͢ɻ

ɹϚΠφϯόʔΧʔυΛ৽ͨʹऔಘ͠ɺϚΠφϙΠϯτͷਃྃ͢׬͕ࠐΔͱɺਃ࣌ࠐʹબ୒ͨ͠ΩϟογϡϨ
εܾࡁαʔϏεͰνϟʔδ΍͓ങ͍෺Λ͢Δ͜ͱͰɺར༻ֹۚͷ25ˋ෼ͷϙΠϯτ（্5,000ݶԁ෼）͕෇
༩͞Ε·͢ɻ
˞ϚΠφϯόʔΧʔυΛ͓ͪ࣋Ͱɺୈ1஄ͷ5,000ϙΠϯτΛऔಘ͍ͯ͠ͳ͍ํͳͲ΋ର৅ͱͳΓ·͢ɻ

ɹϚΠφϯόʔΧʔυΛ݈߁อূݥͱͯ͠ར༻͢Δʹ͸ɺࣄલͷར༻ਃ͕ࠐඞཁͰɺϚΠφϙʔλϧ΍ηϒϯ
ͷ૭ہ΍ༀؔػͱɺରԠ͍ͯ͠Δҩྍ͏ߦΛࠐͱͯ͠ར༻ਃূݥอ߁ՄೳͰ͢ɻ݈͕ࠐͳͲ͔Βਃ.5"ߦۜ
口ͰɺϚΠφϯόʔΧʔυΛ݈߁อূݥͷ୅ΘΓͱͯ͠ར༻͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ
˞͜Ε·Ͱʹɺ໾৔ॅຽ՝ͳͲͰ݈߁อূݥͱͯ͠ར༻ਃࠐΛํͨͬߦ΋ɺ7,500ϙΠϯτΛड͚औΔʹ͸ɺ

վΊͯϚΠφϙΠϯτͷਃ͠ࠐΈ͕ඞཁͰ͢ɻ

ɹެۚडऔ口࠲ͷొ࿥͸ɺڅ෇ۚͳͲͷड͚औΓ༻口࠲ͱͯ͠ɺ1人ʹ͖ͭ1口࠲ɺࠃʹରͯ͠ొ࿥͢Δ੍౓
Ͱ͢ɻ
ɹ༬ஷۚ口࠲ͷ৘ใΛࣄલʹࠃʹొ࿥͓ͯ͘͜͠ͱʹΑΓɺޙࠓͷ࣌ٸۓͷڅ෇ۚͳͲͷਃ੥Ͱɺਃ੥ॻ΁ͷ
口࠲৘ใͷࡌه΍௨ாͷࣸ͠ͷఴ෇ɺߦ੓ؔػʹ͓͚Δ口࠲৘ใͷ֬ೝۀ࡞ͳͲ͕ෆཁʹͳΓ·͢ɻ
○期　　限（上記１～３ともに）
ɹɾϙΠϯτਃࠐର৅ͱͳΔϚΠφϯόʔΧʔυͷਃ੥ݶظɿ令和４年９月末まで
ɹɾϙΠϯτਃݶظࠐɿ 和5年2月຤·Ͱ
○手続きに必要なもの
ɹɾϚΠφϯόʔΧʔυ
ɹɾར༻ऀূ໌༻ి໌ূࢠॻύεϫʔυ（ϚΠφϯόʔΧʔυަ෇࣌ʹઃఆܻͨ̐͠ͷύεϫʔυ）
ɹɾΩϟογϡϨεܾࡁαʔϏεͷ*%ͱηΩϡϦςΟίʔυ
ɹɾຊ人໊ٛͷ௨ாͳͲ༬ஷۚ口࠲৘ใ（ެۚडऔ口࠲ͷొ࿥ر๬ऀͷΈ）
ɹ˞ϚΠφϙΠϯτͷड͚औΓʹ͸ΩϟογϡϨεܾࡁαʔϏε͕ඞཁͱͳΓ·͢ɻ
ɹɹ（ྫ）ిࢠϚωʔɺ̧̦ίʔυܾࡁͳͲ
ɹɹͳ͓ɺ̧̦ίʔυܾࡁͷ৔߹͸ɺΞϓϦͷೖͬͨεϚʔτϑΥϯ͕ඞཁͱͳΓ·͢ɻ

ɹ˞ৄ͘͠͸ɺϚΠφϙΠϯτϗʔϜϖʔδ·ͨ͸Լه·Ͱ͓໰͍߹Θ͍ͤͩ͘͞ɻ

■お問い合わせ　住民課　住民係　ὸ３３─２１１６

１．マイナンバーカードを新規取得した方 ➡ 最大5,000ポイントを付与！

２．マイナンバーカードの健康保険証としての利用申込を行った方
　　➡ 7,500ポイントを付与！

３．公金受取口座の登録を行った方 ➡ 7,500ポイントを付与！

ɹொͰ͸ϚΠφϯόʔΧʔυΛ࡞੒͢ΔํΛର৅ʹɺࣸਅࡱӨ（ແྉ）͔Β̴̱͆ਃ੥·ͰҰ࿈ͷࢧԉ
Λ͍ͯͬߦ·͢ɻຊ人֬ೝॻྨ（ӡస໔ূڐ΍݈߁อূݥͳͲ）Λࢀ࣋ͷ͏͑ॅຽ՝（ᶃ൪૭口）ʹ͓
ӽ͍ͩ͘͠͞ɻ
ɹ·ͨɺ࠷େ20,000ԁ෼ͷϚΠφϙΠϯτͷਃࢧࠐԉ（݈߁อূݥ΍ެۚडऔ口࠲ͷར༻ਃࠐ）΋ͬߦ
͍ͯ·͢ͷͰɺ͓ܰؾʹ͓ਃ͠ग़͍ͩ͘͞ɻ
ɹͳ͓ɺެۚडऔ口࠲ͷ口࠲৘ใ͸ࣗ͝਎Ͱೖྗ͍͖ͯͨͩ͠·͢ɻ
Ͱ͖ͳ͍৔߹͕͋Γ·͢ͷͰɺྃ͝ঝ͕ࠐԉ૭口ͰͷϚΠφϙΠϯτਃࢧαʔϏεʹΑͬͯ͸ɺࡁܾ˞

͍ͩ͘͞ɻ

申請支援

マイナポイント
ホームページ
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農
地
の
転
用
と
は

農
地
を
農
地
以
外
の
用
途
に
利
用
す

る
こ
と
で
す
。

【
例
え
ば
こ
ん
な
用
途
に
利
用
】

住
宅
、
工
場
、
資
材
置
き
場
、
庭
、

駐
車
場
、
道
路
、
山
林
な
ど

許
可
を
受
け
た
い
と
き
は

農
地
が
転
用
で
き
る
農
地
か
ど
う
か
、

農
業
委
員
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

許
可
を
受
け
な
か
っ
た
ら

無
断
で
転
用
行
為
を
す
る
こ
と
は
農

地
法
違
反
で
す
。
み
な
さ
ん
の
田
や
畑

は
農
地
法
に
よ
っ
て
大
切
に
守
ら
れ
て

い
ま
す
。
自
分
の
農
地
で
あ
っ
た
と
し

て
も
、
農
地
を
別
の
用
途
で
利
用
す
る

に
は
県
知
事
（
一
部
農
業
委
員
会
）
の

許
可
が
必
要
で
す
。

ど
ん
な
罰
則
が
あ
る
の

無
断
転
用
に
は
、
原
状
回
復
を
命
じ

ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
従

わ
な
い
場
合
、
最
高
３
年
以
下
の
懲
役
、

ま
た
は
３
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

せ
ら
れ
る
等
、
厳
し
い
罰
則
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
人
に
農
地
を
貸
す
と
き
に
も

注
意
が
必
要
で
す
。
借
り
た
人
が
違
反

転
用
を
行
う
と
、
貸
し
た
側
も
責
任
を

負
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

棚
倉
町
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
33
│
７
８
８
３

『たなぐら応援クーポン券』を利用して
町内のお店を応援しよう！ たなぐら応援クーポン券発行事業

ɹொͰ͸ɺொ಺ͷऔѻۀࣄॴͰ࢖༻Ͱ͖Δ１人
10,000ԁ෼ͷΫʔϙϯ݊Λൃ͠ߦɺொຽͷੜ
ԉ͠·͢ɻࢧΑͼொ಺ͷফඅճ෮Λ͓׆
ɹݶظ༺࢖͸12月31日Ͱ͢ͷͰɺݶظ಺ʹ͝
ར༻͍ͩ͘͞ɻ

■第三者への譲渡、転売は禁止です。
■お会計額が500円以上の場合に使用できます。
■おつりは出ません。
■使用期限を過ぎると無効になります。
■町内の登録された取扱事業所のみ使用できます。
■紛失・盗難等については、町はその責任を負いません。

■お問い合わせ　クーポン券：産業振興課商工係　☎　３３－２１１３
　　　　　　　　取扱事業所：棚 倉 町 商 工 会　☎　３３－３１６１

ク
ー
ポ
ン
券

ご
利
用
の
注
意

最新の
取扱事業所は
こちら

お
知
ら
せ

今
月
の
ト
ー
ク
の
日
は
、
８
月
19
日

㈮
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

地
域
創
生
課

企
画
調
整
係

☎
33
│
２
１
１
２

〇
国
民
健
康
保
険
税
…
…
…
…
…
２
期

〇
町
県
民
税
…
…
…
…
…
…
…
…
２
期

〇
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
…
…
１
期

納
期
限
は
８
月
31
日
㈬
で
す
。

金
融
機
関
の
ほ
か
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
、
ス
マ
ホ
決
済
ア
プ
リ
で
も

納
付
で
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

税
務
課

課
税
徴
収
係

☎
33
│
２
１
１
８

民
生
委
員

〇
開
催
日

８
月
８
日
㈪

〇
時

間

午
前
９
時
〜
正
午

〇
場

所

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室

弁
護
士
（
要
予
約
）

〇
開
催
日

８
月
18
日
㈭

〇
時

間
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

〇
場

所
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

棚
倉
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
33
│
２
６
２
３

町
長
と
気
軽
に
ト
ー
ク

今
月
の
納
税
・
納
入

８
月
の
心
配
ご
と
相
談

農
地
の
転
用
に
は
許
可
が
必
要
で
す

使用期限：令和4年12月31日まで

9



インフォメーション

町
内
の
農
地
や
集
落
近
く
で
、
イ
ノ

シ
シ
の
目
撃
情
報
が
増
え
て
い
ま
す
。

イ
ノ
シ
シ
に
遭
遇
し
た
ら
、
次
の
点
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
慌
て
ず
静
か
に
そ
の
場
を
離
れ
て
く

だ
さ
い
。
万
が
一
、
襲
っ
て
き
た
ら
、

物
陰
に
隠
れ
た
り
、
高
い
と
こ
ろ
に

登
っ
た
り
す
る
な
ど
し
て
、
安
全
を

確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
追
い
か
け
た
り
石
を
投
げ
た
り
し
て

刺
激
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
興
奮
し

て
突
進
し
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

〇
エ
サ
を
与
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。
人

間
に
馴
れ
、
人
間
の
生
活
圏
に
出
没

す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

産
業
振
興
課

農
林
係

☎
33
│
２
１
１
３

体
の
衰
え
、
障
が
い
、
病
気
な
ど
の

理
由
に
よ
り
調
理
が
困
難
な
方
に
対
し

て
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
昼
食

（
お
弁
当
）
を
お
届
け
し
、
あ
わ
せ
て

安
否
の
確
認
を
行
い
ま
す
。

〇
対
象
者

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
、
高
齢
者
の
み

の
世
帯
お
よ
び
身
体
障
が
い
者
な
ど

で
心
身
の
障
が
い
の
理
由
に
よ
り
調

理
が
困
難
な
方

〇
利
用
料

一
食
あ
た
り
４
０
０
円

〇
利
用
日
月
曜
日
〜
土
曜
日
の
希
望
す

る
日
（
祝
日
、お
盆
、年
末
年
始
を
除
く
）

一
部
地
域
に
よ
っ
て
は
対
応
で
き
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

健
康
福
祉
課

高
齢
者
係

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
33
│
７
８
０
１

福
島
県
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
で
、
棚

倉
町
の
物
産
品
等
を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
た
な

ぐ
ら
市
」
を
開
催
し
ま
す
。
首
都
圏
の

方
々
に
棚
倉
町
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
絶

好
の
機
会
で
す
の
で
、
ご
親
戚
や
ご
友

人
に
ぜ
ひ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

〇
日
時

８
月
６
日
㈯

午
前
11
時
〜
午
後
４
時

〇
会
場

日
本
橋
ふ
く
し
ま
館
ミ
デ
ッ
テ

〇
イ
ベ
ン
ト
内
容

棚
倉
産
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
お
よ
び
加
工

品
や
、
町
の
物
産
品
を
販
売
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

産
業
振
興
課

商
工
係

☎
33
―
２
１
１
３

町
で
は
定
住
促
進
・
少
子
化
対
策
の
一

環
と
し
て
、
要
件
の
全
て
を
満
た
す
新
婚

世
帯
の
居
住
に
係
る
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

〇
補
助
対
象
要
件

・
令
和
４
年
１
月
１
日
〜
令
和
５
年
３

月
31
日
ま
で
に
婚
姻
届
を
提
出
し
、

受
理
さ
れ
た
世
帯
で
あ
る
こ
と
。

・
直
近
の
夫
婦
の
所
得
を
合
算
し
た
世

帯
所
得
が
４
０
０
万
円
未
満
の
世
帯

で
あ
る
こ
と
。

・
補
助
申
請
日
に
夫
婦
で
町
内
に
居
住

し
て
い
る
こ
と
。

・
他
の
公
的
制
度
に
よ
る
家
賃
補
助
等

を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

・
過
去
に
こ
の
制
度
に
よ
る
補
助
を
受

け
て
い
な
い
こ
と
。

・
町
税
等
を
完
納
し
て
い
る
こ
と
。

・
婚
姻
時
の
夫
婦
の
双
方
ま
た
は
一
方

の
年
齢
が
45
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
。

〇
補
助
金
額

住
居
費
（
住
宅
の
購
入
費
、
リ
フ
ォ

ー
ム
費
用
、
賃
貸
物
件
の
賃
料
、
敷

金
、
礼
金
等
）
と
引
越
費
用
の
合
計

額
（
上
限
額
24
万
円
）

〇
申
請
期
限

令
和
５
年
３
月
31
日
㈮

〇
申
請
方
法

所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
必
要
書
類
を
添
付
の
う
え
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
地
域
創
生
課
窓
口
に
準
備

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
。

〇
そ
の
他

予
算
枠
、
添
付
書
類
等
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

地
域
創
生
課

企
画
調
整
係

☎
33
│
２
１
１
２

配
食
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

棚
倉
町
で
の
結
婚
を
応
援
し
ま
す
！

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
人
身
被
害
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

東
京
都
日
本
橋
で「
た
な
ぐ
ら
市
」

を
開
催
し
ま
す

੉ɹɹ೜͞Μ޿
（৽೚）

原　
　
啓
喜　
　
藤
田

和
江

西
牧

武
美　
　
須
藤

俊
一

長
谷
川
道
圓　
　
広
瀬　
　
忍

令
和
４
年
６
月
に
人
権
擁
護
委
員
を

退
任
さ
れ
た
畠
山
真
一
さ
ん
に
法
務
大

臣
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
畠
山

真
一
さ
ん
は
２
期
６
年
に
渡
り
、
人
権

擁
護
委
員
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

任
期

令
和
４
年
７
月
１
日
〜

　
　
　
令
和
７
年
６
月
30
日

委

紹
員

介

人
権
擁
護
委
員

委
員
構
成
（
敬
称
略
）
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〇注意事項
ᶃޕલ࣌̕·Ͱʹऩू৔ॴʹग़͍ͯͩ͘͠͞ɻ
ᶄஈϘʔϧʹೖΕΔ͔ɺ͖ͪΜͱറ͔ͬͯΒग़͍ͯͩ͘͠͞ɻ
ᶅڙ෺Λऩू৔ॴʹग़͢ࡍʹ͸ɺऩूॴখ԰ͷதʹ͸ೖΕͣɺখ԰ͷΘ͖ʹஔ͍͍ͯͩ͘͞ɻ
ᶆճऩ日ʹग़ͤͳ͍৔߹͸ɺࢦఆͷ͝Έା（೩͑Δ͝Έ）ʹೖΕɺҰൠͷ͝Έͷճऩʹ͋Θͤɺ௨ৗ

ͷऩू৔ॴʹग़͍ͯͩ͘͠͞ɻ

収　　　　集　　　　場　　　　所

■お問い合わせ ॅຽ՝ɹফ๷܎ڥ؀ɹὸ33�2116

社　川　地　区
্ɹ୆ ্୆͝ΈऩूॴΘ͖
൘ɹڮ ൘͝ڮΈऩूॴΘ͖
ɹ໺ۄ ໺͝ΈऩूॴΘ͖ۄ

Ұɹ৭ Ұ৭ूձॴલ
ଠ෉಺ุ஍લ

෱ɹҪ ෱Ҫूձॴલ
అ అूձॴલ

ɹ઒ٯ ุ஍ೖ口
ఱԦ಺ Լ（ूձॴΘ͖）ݟՐͷݩ
ۚ୔಺ Լ（͝Έऩूॴ）ݟՐͷݩ
খੁੜ খੁੜूձॴ

高　野　地　区
੉ϲ໺ ੉ϲ໺ุ஍ೖ口
খɹ௺ খ௺͝ΈऩूॴΘ͖
ॕ෦಺ ॕ෦಺͝ΈऩूॴΘ͖
෋ɹԬ ෋Ԭूձॴ
ࡍɹࢁ ձॴूࡍࢁ
෱ɹԬ ஍ׂڮɾԼฏڮ

ɹསڧ
ڮদߴɹদʜߴ
ඨɹ಺ʜ͝ΈऩूॴΘ͖
Ԭϊ಺ʜ͝ΈऩूॴΘ͖

େɹക
দ૲ฏʜ͝ΈऩूॴΘ͖
ɹ԰ʜ͝ΈऩूॴΘ͖ۂ
ஈՏ಺ʜ͝ΈऩूॴΘ͖
େകूձॴཪ͝ΈऩूॴΘ͖

࣫ɹ૲ ಮॴΘ͖
ɹதށ தूձॴށ

近津山岡地区
ࢁɹࣉ ౦ଆڮ੢ଆɾ๛Ԭڮ࣊ٱ
૒ϊฏ ૒ϊฏ͝ΈऩूॴΘ͖
ീ௬１ Γ口্ߍதֶچ
ീ௬̎ ৎ࿡ೖ口
ീ௬３ Ұཬ௩લ
ീ௬̐ ീ௬̐۠͝ΈऩूॴΘ͖
ീ௬̑ ീ௬̑۠͝ΈऩूॴΘ͖

ീ௬̒ ౉੢ଆ͝ΈऩूॴΘ͖ߴ
౉ूձॴΘ͖ߴ

ྲྀ ๛ॅࢁ୐Լุ஍ೖ口
ৗོࢁࣉ໳޿৔

௩ɹݪ ௩͝ݪΈऩूॴΘ͖

Լࢁຊ দڞݪಉุ஍લ
ഡฏڞಉุ஍લ

தࢁຊ
தϊ಺͝ΈऩूॴΘ͖
தࢁຊத͝ΈऩूॴΘ͖
தࢁຊ্͝ΈऩूॴΘ͖
େ಺͝ΈऩूॴΘ͖

๺ࢁຊ ฏԘ͝ΈऩूॴΘ͖
ΈऩूॴΘ͖͝ڮ઒ٶ

Լख୔ த૊͝ΈऩूॴΘ͖
Լ૊͝ΈऩूॴΘ͖

্ख୔ ্ख୔͝ΈऩूॴΘ͖
૆෕Ԭ ૆෕Ԭ͝ΈऩूॴΘ͖
ɹాࢁ ձॴूాࢁ
Ԭɹా Լฏ͝ΈऩूॴΘ͖

棚　倉　地　区

１ɹ۠ ೖ口ࣉԻ؍
࿇ੜࣉཪଆ（ொཪ௨Γ）

̎ɹ۠ ࿇Ոࢁࣉ໳͍͔޲

３ɹ۠ ࿇Ոࢁࣉ໳͍͔޲
λΧϊද۩ళཪऩूॴΘ͖

̐ɹ۠
̑ɹ۠ ொ੢ܴӃཪ໳ݹ

̒ɹ۠ ౦ྛࣉೖ口
നใࣾલ

̓ɹ۠ Լொڞಉุ஍ೖ口

̔ɹ۠ ΞϩʔϘ΢ϧલ
౉ล঎ళೆଆ͝Έऩूॴ

̕ɹ۠
Ѵ԰ཱྀؗલۭ͖஍چ
ؔ口ूձॴ
૯߹ମҭؗ๺ଆறं৔

10ɹ۠ ਔެّूձॴ
ਔެّχϡʔλ΢ϯೖ口

11ɹ۠ ௕ࣉٱೖ口ࠨଆ
12ɹ۠ അ৔ूձॴ
13ɹ۠ 13۠͝Έऩूॴલ

14ɹ۠
ίϛϡχςΟηϯλʔલ
๺ଆೖ口ߴ୨چ
ᐻ໦͝ΈऩूॴΘ͖
ೖ口ۀ࢈௡ߴݩ

15ɹ۠ Θ͖ڮ԰઒ࢠࠜ

お盆の供物を収集します【回収日：８月16日㈫】

地
震
、
竜
巻
、
武
力
攻
撃
な
ど
の
発

生
に
備
え
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
を
用
い
て
全
国
一
斉

に
情
報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す
。

〇
日
時

8
月
10
日
㈬

午
前
11
時
頃

〇
訓
練
内
容

防
災
行
政
用
無
線
で
の
放
送

■
お
問
い
合
わ
せ

住
民
課

消
防
環
境
係

☎
33
│
２
１
１
６

棚
倉
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

６月の
棚倉町の
交通事故
発生状況

人
身
事
故

０
件

死
者
数

０
人

傷
者
数

０
人

物
件
事
故

ùþ
件

■
お
問
い
合
わ
せ

棚
倉
警
察
署

地
域
交
通
課

☎
33
│
０
１
１
０

棚
倉
町
で
は
、
昨
年
に
比
べ
事
故

数
が
減
少
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
６
月
中
は
、
休
日
の
重
傷
事

故
が
続
発
し
ま
し
た
。

夏
は
、
ぼ
ん
や
り
運
転
に
よ
る
交

通
事
故
の
危
険
性
が
増
し
ま
す
の

で
、
速
度
を
控
え
、
こ
ま
め
に
休

憩
し
な
が
ら
安
全
運
転
を
お
願
い

し
ま
す
。

情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す

11 ４．８．１
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す
る
場
合
は
冷
ま
し
て
か
ら
冷
蔵
庫

に
入
れ
る
。
冷
蔵
庫
内
は
隙
間
を
あ

け
て
冷
気
の
通
り
道
を
作
る
。

③
細
菌
を
「
や
っ
つ
け
る
」

加
熱
が
必
要
な
も
の
は
、
中
心
部

ま
で
確
実
に
加
熱
す
る
。
調
理
器
具

は
熱
湯
、
漂
白
剤
等
で
し
っ
か
り
消

毒
す
る
。

■
お
問
い
合
わ
せ

県
南
保
健
福
祉
事
務
所

食
品
衛
生
チ
ー
ム

☎
０
２
４
８
│
22
│
５
４
８
７

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退
職
金

共
済
法
に
基
づ
き
建
設
現
場
労
働
者
の

福
祉
の
増
進
と
建
設
業
を
営
む
中
小
企

業
の
振
興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た

退
職
金
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々
が
、

労
働
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
金

と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、

そ
の
労
働
者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と

を
や
め
た
と
き
に
建
退
共
か
ら
退
職
金

を
支
払
う
と
い
う
、
業
界
全
体
で
の
退

職
金
制
度
で
す
。

〇
加
入
で
き
る
事
業
主

建
設
業
を
営
む
方

〇
対
象
と
な
る
労
働
者

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

〇
掛
金

日
額
３
２
０
円

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

建
設
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部
事
業
推
進
課

☎
０
３
│
６
７
３
１
│
２
８
６
７

個
人
事
業
税
は
、
個
人
で
事
業
を
行
っ

て
い
る
方
に
課
税
さ
れ
る
県
の
税
金
で
す
。

８
月
10
日
付
け
で
送
付
さ
れ
る
納
税

通
知
書
に
よ
り
納
期
限
ま
で
に
金
融
機

関
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、

納
期
限
ま
で
に
預
金
残
高
の
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

〇
納
期
限

・
第
１
期

８
月
31
日
㈬

・
第
２
期

11
月
30
日
㈬

※
税
額
が
１
万
円
以
下
の
場
合
は
、
第
１

期
に
一
括
で
納
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

福
島
県
県
南
地
方
振
興
局
県
税
部

課
税
課

課
税
第
一
チ
ー
ム

☎
０
２
４
８
│
23
│
１
５
１
７

自
筆
で
書
い
た
遺
言
書
を
法
務
局
で

お
預
か
り
す
る
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か
？

遺
言
書
は
大
切
な
人
に
贈
る
未
来
の

手
紙
で
す
。
法
務
局
に
預
け
る
こ
と
で
、

書
い
た
本
人
が
亡
く
な
っ
た
後
、
遺
言

書
が
相
続
人
に
発
見
さ
れ
な
い
等
の
リ

ス
ク
を
抑
え
、
遺
言
書
の
内
容
を
証
明

し
た
遺
言
書
情
報
証
明
書
の
交
付
を
受

け
れ
ば
、
相
続
の
手
続
き
に
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

福
島
地
方
法
務
局
白
河
支
局

☎
０
２
４
８
│
22
│
１
２
０
１

知
っ
て
い
ま
す
か
？
建
退
共
制
度

個
人
事
業
税
納
期
の
お
知
ら
せ

福
島
県
県
南
地
方
振
興
局
で
は
、
首

都
圏
な
ど
か
ら
県
南
地
域
に
移
住
を
し

た
い
、
戻
り
た
い
と
考
え
て
い
る
希
望

者
に
対
し
、
正
社
員
と
し
て
採
用
を
予

定
し
て
い
る
事
業
所
を
紹
介
す
る
Ｗ
ｅ

ｂ
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

サ
イ
ト
内
で
は
、
県
南
地
域
で
正
社

員
を
募
集
し
て
い
る
企
業
の
情
報
に
加

え
、
生
活
し
や
す
い
地
域
の
魅
力
な
ど

を
発
信
し
て
い
ま
す
。

移
住
に
関
す
る
サ
ポ
ー
ト
も
し
て
い

ま
す
の
で
、
首
都
圏
在
住
の
ご
家
族
や

お
知
り
合
い
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

県
南
地
方
振
興
局
企
画
商
工
部

地
域
づ
く
り
・
商
工
労
政
課

☎
０
２
４
８
│
23
│
１
５
４
６

夏
は
気
温
や
湿
度
が
高
く
、
食
中
毒

の
原
因
と
な
る
細
菌
が
増
殖
し
や
す
い

季
節
で
す
。

食
中
毒
予
防
の
３
原
則

①
細
菌
を
「
つ
け
な
い
」

調
理
前
に
は
必
ず
石
け
ん
で
十
分

に
手
洗
い
す
る
。
肉
や
魚
を
扱
っ
た

ま
な
板
や
包
丁
は
、
こ
ま
め
に
洗
う
。

②
細
菌
を
「
増
や
さ
な
い
」

調
理
し
た
ら
す
ぐ
に
食
べ
、
保
存

白
河
税
務
署
で
は
、
事
業
者
の
方
を

対
象
に
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。
説
明
会
へ
の
参

加
に
は
、
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。
な

お
、
定
員
に
な
り
次
第
、
申
込
受
付
を

終
了
し
ま
す
。

〇
申
込
期
限

８
月
26
日
㈮

〇
日
時

8
月
30
日
㈫

午
前
10
時
〜
11
時

（
課
税
事
業
者
向
け
）

午
後
2
時
〜
3
時

（
免
税
事
業
者
向
け
）

〇
会
場

白
河
税
務
署

1
階

大
会
議
室

白
河
市
中
田
５
│
１

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

白
河
税
務
署

法
人
課
税
部
門

☎
０
２
４
８
│
22
│
７
１
２
８

ラ
ク
ラ
ス
し
ら
か
わ

検
索

首
都
圏
か
ら
の
移
住
を

お
手
伝
い
し
ま
す

預
け
て
安
心
！

自
筆
証
書
遺
言
補
完
制
度

消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に

関
す
る
説
明
会
を
実
施
し
ま
す

８
月
は
食
品
衛
生
月
間
で
す

食
中
毒
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

棚
倉
夏
ま
つ
り
の
中
止
に
つ
い
て

８
月
14
日
㈰
に
開
催
を
予
定
し

て
い
た
棚
倉
夏
ま
つ
り
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
中
止
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

棚
倉
町
商
工
会

☎
33
│
３
１
６
１

■
お
問
い
合
わ
せ

広報広報
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新
た
に
入
会
い
た
だ
い
た
方
に
、
棚

倉
産
の
お
米
10
キ
ロ
を
お
贈
り
し
て
い

ま
す
。
皆
様
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

〇
年
会
費

３
，
０
０
０
円

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

地
域
創
生
課

企
画
調
整
係

☎
33
│
２
１
１
２

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
は

「
働
い
て
い
る
か
ら
元
気
！
」
と
い
う

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
も
と
豊
か
な
知
識

と
経
験
を
活
か
し
て
い
ろ
い
ろ
な
分
野

で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

人
生
百
年
と
言
わ
れ
る
時
代
、
あ
な

た
の
豊
か
な
知
識
・
経
験
を
活
か
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
皆
様
の
入
会
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

〇
対
象

町
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
男

女
、
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

〇
申
込
方
法

事
務
所
（
棚
倉
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
内
）
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

公
益
社
団
法
人

棚
倉
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
33
│
７
８
３
２

〇
募
集
住
宅

西
中
居
団
地

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１
戸
（
３
階
）

（
平
成
３
年
建
築

中
層
耐
火
３
階
建
）

棚
倉
字
西
中
居
22
番
地
３

※
駐
車
場
１
台
分
有
（
料
金
は
別
途
）

〇
申
込
期
限

８
月
15
日
㈪

午
後
５
時
ま
で
【
期
日
厳
守
】

〇
入
居
の
時
期

９
月
１
日
㈭

〇
そ
の
他

・
住
宅
の
家
賃
は
入
居
者
の
収
入
な
ど

に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。

・
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
会
を

実
施
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

整
備
課

都
市
計
画
係

☎
33
│
２
１
１
４

東
京
棚
倉
会
の
会
員
募
集
中
で
す

首
都
圏
在
住
の
棚
倉
町
出
身
者
、
棚

倉
町
ゆ
か
り
の
方
で
組
織
し
、
現
在
１

２
５
名
の
方
が
入
会
し
て
い
ま
す
。

年
に
１
度
の
ふ
る
さ
と
訪
問
、
東
京

で
開
催
さ
れ
る
総
会
・
懇
親
会
な
ど
の

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
広
報

た
な
ぐ
ら
を
毎
月
お
届
け
す
る
ほ
か
、

ル
ネ
サ
ン
ス
棚
倉
の
宿
泊
料
な
ど
の
割

引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

首
都
圏
に
お
住
ま
い
の
方
へ

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

棚
倉
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
教
室
案
内

ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室

〇
日
時

毎
週
水
曜
日
（
８
月
10
日
を
除
く
）

（
雨
天
中
止
）

午
後
６
時
30
分
〜

〇
場
所

棚
倉
運
動
広
場

ミ
ニ
テ
ニ
ス
教
室

〇
日
時

８
月
４
日
㈭
・
９
月
１
日
㈭

午
前
10
時
〜

〇
場
所

棚
倉
町
総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室

〇
日
時
８
月
18
日
㈭
・
９
月
８
日
㈭

午
後
７
時
〜

〇
場
所

棚
倉
ア
ロ
ー
ボ
ウ
ル

レ
ク
ダ
ン
ス
教
室

〇
日
時
８
月
５
日
㈮
・
19
日
㈮

午
前
９
時
30
分
〜

〇
場
所

棚
倉
町
文
化
セ
ン
タ
ー

健
康
吹
矢
教
室

〇
日
時

毎
週
金
曜
日
（
８
月
12
日
を
除
く
）

午
前
10
時
〜

〇
場
所

棚
倉
町
総
合
体
育
館
卓
球
場

ゴ
ル
フ
教
室

〇
日
時
８
月
２
日
㈫
・
30
日
㈫
・
９
月
６
日
㈫

午
後
６
時
〜

〇
場
所

花
園
ゴ
ル
フ
練
習
場

エ
ア
ロ
ビ
＆
ヨ
ガ
教
室

〇
日
時
８
月
９
日
㈫
・
23
日
㈫

午
後
７
時
30
分
〜

〇
場
所

棚
倉
町
総
合
体
育
館
柔
剣
道
場

ゆ
っ
た
り
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

〇
日
時

毎
週
木
曜
日
（
８
月
11
日
を
除
く
）

午
前
10
時
〜

〇
場
所

棚
倉
町
総
合
体
育
館
卓
球
場

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

〇
日
時
８
月
２
日
㈫
・
30
日
㈫
・
９
月
６
日
㈫

午
後
７
時
〜

〇
場
所

棚
倉
町
総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

ボ
ッ
チ
ャ
教
室

〇
日
時

８
月
27
日
㈯

午
前
９
時
30
分
〜

〇
場
所

棚
倉
町
総
合
体
育
館
卓
球
場

卓

球

教

室

〇
日
時

８
月
20
日
㈯

午
前
10
時
〜

〇
場
所

棚
倉
町
総
合
体
育
館
卓
球
場

※
日
時
・
場
所
は
施
設
利
用
の
状
況
に
よ
り
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
務
局
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

棚
倉
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

☎
33
│
３
１
６
０

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

シルバーイメージキャラクター

「チエブクロー」

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
☎
57
│
５
３
１
０

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

○
お
盆
期
間
中
の
８
月
13
日
㈯
、
15
日
㈪
、

16
日
㈫
も
開
館
し
て
い
ま
す
。

○
開
館
時
間
は
、
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま

で
で
す
。

おはなしルーム
〇
日
時

９
月
２
日
㈮

午
前
11
時
〜

〇
対
象

ど
な
た
で
も

〇
内
容

〜
お
月
さ
ま
の
お
話
〜

（
絵
本
・
紙
芝
居
な
ど
）

すくすくルーム
〇
日
時

９
月
13
日
㈫

午
前
10
時
〜

〇
対
象

未
就
学
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

〇
内
容

ア
ロ
マ
ミ
ス
ト
を
作
ろ
う

〇
そ
の
他

22
日
㈭
・
29
日
㈭
は
プ
チ
す
く
す
く

子
ど
も
セ
ン
タ
ー

イ
ベ
ン
ト
情
報

９
月

募
　
　
　
集

町
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
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˙୨૔ொจԽηϯλʔ 	૔ඒؗ

ɹ։ؗؒ࣌ɹޕલ࣌̕ʙ࣌̑ޙޕ

（ຖि月༵日ɾॕ 日͸ؗٳ日ɻ˞ 月༵日͕ॕ日ͷͱ͖͸Ր༵日΋ؗ͠ٳ·͢ɻ）
˙͓໰͍߹Θͤɾ͓ਃ͠ࠐΈ
ɹ୨૔ொจԽηϯλʔɹὸ33�9610ɹ'"933�9611

日　　時 事 業 名 お よ び 内 容 チケット料金

８月21日㈰

開演：
午後２時00分

開場：
午後１時00分

好評発売中‼

全席指定
前売券　6,000円
当日券　6,500円
˞ະबֶࣇ͸ೖ৔Ͱ͖
ɹ·ͤΜɻ
˞લച͕݊׬ചͨ͠৔

߹ɺ౰日݊ͷൢച͸
͋Γ·ͤΜɻ

˞จԽηϯλʔ૭口Ͱ
͸1BZ1BZ͕࢖༻Ͱ
͖·͢ɻ

９月27日㈫

開演：
午後６時30分

開場：
午後６時00分

全席指定
前売券　5,000円
当日券　5,500円
Ҏ্ೖ৔Մɻࡀ4˞
˞લച͕݊׬ചͨ͠৔

߹ɺ౰日݊ͷൢച͸
͋Γ·ͤΜɻ

˞จԽηϯλʔ૭口Ͱ
͸1BZ1BZ͕࢖༻Ͱ
͖·͢ɻ
☆８月６日㈯
午前９時から
電話予約受付開始

ˑνέοτߪೖޙͷฦۚٴͼަ׵͸Ұ੾Ͱ͖·ͤΜɻ
ˑޙࠓͷ৽ܕίϩφ΢Πϧεײછ঱ͷײછঢ়گʹΑΓɺ಺༰౳͕มߋʹͳΔ৔߹͕͋Γ·͢ɻ

キエフ・クラシック・バレエ
チャイコフスキー

夢の３大バレエ
～名場面集～

歴史と芸術豊かなウクライナより、
若さと気品あふれるバレエ団が来日！

2017年ʹ日ຊશ120ެࠃԋҎ্ʹ౉ΔπΞʔΛ׶
ධΛതͯ͠޷ɺ਌͠Έ΍͍͢ύϑΥʔϚϯεͰ͠ߦ
͖ͨΩΤϑɾΫϥγοΫɾόϨΤɻ
νϟΠίϑεΩʔŋόϨΤͷ3େܼ͔࡞Β͍͍ͱ͜Ͳ
Γͷ໊৔໘ूΛҰ্ڍԋ͍ͨ͠·͢ɻ

歌舞伎
「伝統文化の力で
　　　　福島を元気に」

中村児太郎の世界
中村児太郎　プロフィール
ࣣ୅໨தଜࣳءΛ૆෕ʹɺ۝୅໨தଜ෱ॿ
Λ෕ʹͪ࣋ɺ1999年11月ʹՎ෣࠲بʰ௷
ಘɻཌ2000年9月ݟʱʹͯॳ͓໨هݧྶࡔ
ʹ࿡୅໨தଜࣇଠ࿠Λऻ໊ɻ

施設無料開放のお知らせ
ɹ̔月21日͸෱ౡݝຽͷ日Ͱ͢ɻொͰ͸ɺ෱ౡݝຽͷ日Λه೦͠ɺԼࢪهઃͷແྉ։์Λ͍ߦ·͢ɻ
ͳ͓ɺ৽ܕίϩφ΢Πϧεײછ঱ײછ֦େ๷ࢭͷͨΊ͝དྷؗલʹମԹΛଌΓɺମௐͷ͙͢Εͳ͍ํ͸
͝ԕྀ͍ͩ͘͞ɻ·ͨɺϚεΫண༻ͱखࢦͷফಟΛ͓͍͠ئ·͢ɻ

〇歴史的建造物「八槻家住宅」
ɹ؍ཡؒ࣌ɹޕલ࣌̕ʙ࣌̑ޙޕɹ
■お問い合わせ　生涯学習課　生涯学習係　☎３３－０１１１
〇町文化センター　プラネタリウム
ɹ্өؒ࣌ɹᶃޕલ10࣌ɹɹᶄ࣌３ޙޕ（֤ؒ࣌1ఔ౓）
　■お問い合わせ　町文化センター　☎３３-９６１０

〇総合体育館　アリーナ・卓球場・トレーニング室
ɹ։์ؒ࣌ɹɹޕલ࣌̕ʙ࣌̑ޙޕɹ˞１ճʹ͖ͭ̎ؒ࣌·Ͱ
　■お問い合わせ　総合体育館　☎３３－３１６０

˞ീ௬Ոॅ୐ͱϓϥωλϦ΢Ϝͷࢪઃແྉ։์ʹ͍ͭͯɺ令和̐年౓୨૔ொ฻Β͠ͷΧϨϯμʔͰ͸
̔月21日 ͱ͝Ҋ಺͓ͯ͠Γ·͕ͨ͠ɺ̔月19日 ʹมߋͱͳΓ·ͨ͠ͷͰɺ͝஫ҙ͍ͩ͘͞ɻ

８月19日㈮

８月21日㈰ 福島県民の日

広報広報
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巻 数 発 行 年 内　　　　　　　容
ୈҰר ত和56年 ୈೋ͔רΒୈ࿡ר·ͰΛฤ年తʹ·ͱΊɺொͷྺ࢙ͷྲྀΕΛऩ࿥

ୈೋר ত和52年 ͓͓ΉͶಸྑ࣌୅͔Βฏ҆࣌୅·ͰΛऩ࿥（ݹ୅ฤ）
୅·Ͱͷീ௬จॻΛத৺ʹऩ࿥（த世ฤ）࣌ࢁ୅͔Β҆౔ɾ౧࣌૔ח

ୈרࡾ ত和51年 ৓Լொ୨૔ͷ༷ࢠΛ֓؍Ͱ͖Δ࢙ྉΛऩ࿥（ۙ世ɾொ੓ฤ）
ୈר࢛ ত和55年 ொશମͷଜΉΒΛର৅ʹ࣌ށߐ୅ͷੜ࢙׆ྉΛऩ࿥（ۙ世ɾॅຽฤ）

ୈרޒ ত和53年 ҭɾจԽΛऩ࿥（ۙ୅ฤ）ڭɾࣾձɾۀ࢈ɾ࣏ҡ৽͔Βত和20年·Ͱͷ੓࣏໌
ୈೋ࣍世քେઓޙͷ৽͍͠୨૔ொͷ݁੒ɺொຽݑষͷ·ͱΊ（現୅ฤ）

ୈ࿡ר ত和54年 ӃͳͲͷจԽࣉྉɺத世จॻ΍ਆࣾɾࢿݹߟ୅·Ͱͷ࣌୅͔Βฏ҆࣌ثੴچ
（ྉࢿɾຽଏࡒɾจԽݹߟ）ྉΛऩ࿥ࢿͳͲͷຽଏࣄߦɺຽ࿩ͱ఻આɾ年தࡒ

ผרҰ ত和57年 ୨૔৓Լͷ֓؍ͱொຽͷੜ׆ʹؔ͢Δ࢙ྉΛऩ࿥
ผרೋ ত和57年 ฺୢઓ૪ɾ໌࣏ҡ৽ɾொຽͷੜ׆ʹؔ͢Δ࢙ྉΛऩ࿥
ผࡾר ত和57年 ʮ౦ന઒܊Ԋֵߟࢲʯ（ੴҪՄټஶ）Λऩ࿥

棚倉町史販売中です！

この他にも様々な郷土史関係図書を販売しています。価格など詳しくは上記までお問い合わせください。

次回は棚倉城の構造についてご紹介します。
慶応２年奥州棚倉之図（棚倉町教育委員会蔵）

棚倉城跡の魅力を紹介します！国指定史跡

棚倉城の歴史
ݩ
㆒㇓

和
ㆪ

̔年（1622）ݹ
ㆵㆣ

౉
ㆨ

（ҵ৓ݝҴෑࢢ）͔Β୨૔ʹೖ෧ͨ͠୮
ㆫ ㇏

Ӌ௕
ㆪㆋ㆗㆒

ॏ͸ɺ׮
ㆉ㇓ㆆㆂ

Ӭ̎年（1625）
͜ͷ஍ʹ௟͍ۙͨͯ͠࠲௡໌ਆ（അ৔౎ʑݹผਆࣾ）Λ現在ͷഅ৔ʹભ

㆛㇓㆏ㆄ
ྠʹ಺஍ڥɺͦͷͯ͠ٶ

㇊㇓

ֲ
ㆉㆎ㆗ㆌ

ࣜ（ຊؙɾೋϊؙɾࡾϊؙ）ͷฏ৓Ͱ͋Δ୨૔৓Λங৓͠·ͨ͠ɻ
ɹ৓໊ʹ͍ͭͯ͸৓ͷน͕ߥ౔ͷ··Ͱ͋ͬͨͷͰʮ৽

ㆀ㇉ㆤㆡ
౔৓ʯɺۙ௡໌ਆͷ੻஍ʹங৓ͨ͠ͷͰ

ʮۙ௡৓ʯͱ΋ݺ͹Ε·ͨ͠ɻ
ɹ࣌ށߐ୅ʹ͸ؔ౦ͱ౦๺ͷڥ໨ʹ͋Δ৓ͱͯ͠ɺ਌ൡɾේ୅େ໊͕࣏ΊΔ৓ԼொͰ͕ͨ͠ɺܚ
Ԡ̐年（1868）̒月24日ʹฺୢઓ૪ʹΑΔฌՐͰ৓ԼͷҰ෦ͱڞʹমࣦ͠·ͨ͠ɻ

˙͓໰͍߹Θͤ
ɹੜֶ֔श՝ɹੜֶ֔श܎（୨૔ொจԽηϯλʔ಺）
ɹὸ33－0111ɹ'"933－9611
ɹNBJM � TZPVHBJHBLVTZVV!UPXO�UBOBHVSB�GVLVTIJNB�KQ
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インフォメーション

ɹϚεΫண༻͸͜Ε·ͰͲ͓Γɺجຊతͳײછ঱༧๷ରࡦͱͯ͠ॏཁͰ͢ɻҰ人ͻͱΓͷߦಈ
͕ɺେ੾ͳ人ͱͪͨࢲͷ日ৗΛकΔ͜ͱʹ͕ܨΓ·͢ɻ͔͠͠ͳ͕ΒɺՆ৔͸೤த঱๷ࢭͷ؍఺
͔Βɺ԰֎ͰϚεΫͷඞཁͷͳ͍৔໘Ͱ͸ɺϚεΫΛ֎͢͜ͱΛਪ঑͍ͯ͠·͢ɻ

ʓ԰֎Ͱ͸ɺ人ͱͷڑ཭（̎NҎ্Λ໨҆）͕֬อͰ͖Δ৔߹΍ɺڑ཭͕֬อͰ͖ͳͯ͘΋ɺձ
࿩Λ΄ͱΜͲߦΘͳ
͍৔߹͸ɺϚεΫΛ
ண༻͢Δඞཁ͸͋Γ
·ͤΜɻ

ʓ ԰ ಺ Ͱ ͸ ɺ 人 ͱ ͷ
཭（̎NҎ্Λ໨ڑ
҆）͕֬อͰ͖ͯɺ
͔ͭձ࿩Λ΄ͱΜͲ
Θͳ͍৔߹͸ɺϚߦ
εΫΛண༻͢Δඞཁ
͸͋Γ·ͤΜɻ

ɹொͰ͸ɺ݈ͮ͘߁Γɺհޢ༧๷ͷͨΊʮऀྸߴαϩϯʯۀࣄΛ͍ͯͬߦ·͢ɻ
ɹαϩϯͰ͸ɺମΛಈ͔͢͜ͱͷ΄͔ɺαϩϯΛ௨ͨ͠ʮډ৔ॴͮ͘Γʯ΍஍Ҭͱͷʮͭͳ͕
Γʯͱɺͦͷͭͳ͕ΓʹΑΔʮ҆৺ײʯΛங͖ɺ஍Ҭͷத
Ͱ͖͍͖͍͕ऀྸߴͱؾݩʹੜ͢׆Δ͜ͱΛ໨తͱ͍ͯ͠
·͢ɻ
ɹ̓月28日ʹ͸ʮؔ口αϩϯʯ͕ελʔτ͠ɺऀྸߴα
ϩϯ͸શ෦Ͱ19ΧॴʹͳΓ·ͨ͠ɻ
ɹொͰ͸Ҿ͖ଓ͖αϩϯͷ։ઃ஍۠Λืू͍ͯ͠·͢ɻ
ɹαϩϯ։ઃΛر๬͢Δ஍۠͸อ݈෱ࢱηϯλʔ܎ऀྸߴ
·Ͱ͓໰͍߹Θ͍ͤͩ͘͞ɻ

ɹ৽ܕίϩφ΢Πϧεײછ঱ͷӨڹʹΑΓੜ͕༷ࣜ׆େ͖͘มԽ͠ɺ人ͱͷަྲྀ͕গͳ͘ͳΓɺ
ෆ҆΍ετϨεΛ๊͑Δ人͕૿͍͑ͯ·͢ɻ
ɹস͍΍ӡಈΛऔΓೖΕͨετϨεղফ๏΍ɺ৺Λ݈߁ʹอͭൿ݃ʹֶָ͍ͭͯ͘͠ͼ·ͤΜ͔ɻ

 日　　時ɹ̕月̓日 ɹ30࣌１ޙޕ෼ʙ３࣌
 講　　師ɹ෱ౡཱݝҩՊେֶɹҩֶ෦Ӹֶ࠲ߨɹ
 ɹɹɹɹɹओ೚ڭतɹେฏɹ఩໵ɹࢯ
 場　　所ɹอ݈෱ࢱηϯλʔɹݚमࣨ
 定　　員ɹ50໊
 申込方法ɹి࿩·ͨ͸૭口ʹ͓ͯਃ͠ࠐΈ͍ͩ͘͞ɻ
 申込期限ɹ̔月31日 

新型コロナ感染症予防対策　～屋外・屋内でのマスク着用について～

地域の交流を通じた介護予防　「高齢者サロン」

心の健康づくり講演会のご案内
「笑いで心を健康に　～心を健やかに保つために～」

◀大平　哲也氏

■お問い合わせ・お申し込み
　保健福祉センター
　☎33－7801　FAX33－7820
（健康福祉課　健康づくり係・高齢者係）

乳幼児健康診査　　　実施場所　保健福祉センター
区　　分 対　象　児 実施日 受付時間 持　ち　物

ࣇʙ̓Χ月̐ࡀ３
݈ ߁ ਍ ࠪ

ฏ੒31年１月１日ʙ
ɹɹɹɹ̐月15日ੜ ̔月ùý日  ࣌ú÷෼ʙ１࣌̌ޙޕ

฼ ࢠ ݈ ߁ ख ா ɾ ໰ ਍
ථɾࣃϒϥγɾ্͛࢓
ϒϥγɾίοϓɾࣃ༺
λΦϧ

　幼児歯科クリニック
 実 施 日ɹ̔月23日 
 受付時間ɹ࣌１ޙޕʙ１50࣌෼
 実施場所ɹอ݈෱ࢱηϯλʔ
 対 象 児ɹ令和̎年̒月ʙ̔月ੜ
 ɹɹɹɹɹ令和ݩ年øù月ʙ令和̎年̎月ੜ
 持 ち 物ɹ฼߁݈ࢠखாɺ໰਍ථɺࣃϒϥγɺ
 ɹɹɹɹɹࣃ༺্͛࢓ϒϥγɺίοϓɺλΦϧ

օ༷ͷ͝ྗڠΛ͓͍͠ئ·͢ɻ
～献血バスが来町します～

実施日 実施時間 実施場所

̔月31日 

ú÷෼࣌લ̔ޕ
ʙøø࣌ú÷෼ ߴ ా ࢈ ঎ ᷂

ú÷෼࣌１ޙޕ
ʙ̎࣌ú÷෼

τϤλΧϩʔϥ
෱ౡ᷂୨૔ࢧళ

ɹ৽ܕίϩφ΢Πϧεײછ঱ײછ֦େ๷ࢭͷͨΊͷ֎ग़ࣗॗͳͲʹΑΓɺίϩφϑϨΠϧ（଍
ɻ͢·͍ͯͬ·ߴͷ௿Լ）ͷϦεΫ͕ྗؾͷਰ͑΍ମྗࠊ

チェックがついた方は要注意！
予防改善のため「た・ち・つ・て・と」を意識しましょう

ʕίϩφϑϨΠϧ༧๷ͷʮͨɾͪɾͭɾͯɾͱʯʕ

ͳΔΑ͏ʹͳͬͨʹؾɹ˘෺๨Ε͕ͨͬݮา΍ങ͍෺ͳͲͰ֎ग़͢Δ͜ͱ͕ࢄ˘
˘า͘εϐʔυ͕ҎલΑΓ஗͘ͳͬͨɹɹɹɹ˘ձ࿩͕ݮΓɺ׈ઉ͕ѱ͘ͳͬͨ
ͨͬݮΔ͜ͱ͕΄ͱΜͲͳ͍ɹɹ˘人ͱͷަྲྀ͕͡ײͱָ͍ۙ͠࠷˘

ͨΜͺ࣭͘Λͨͬ΀ΓͱΖ͏
ͪΐͬͱͦ͜·Ͱา͍ͯΈΑ͏
ͭͳ͕Γͱձ࿩Λେ੾ʹ
Ͱ͔͚Α͏ि3ճ
τϨʔχϯάͰྗےΞοϓ

フレイルチェック　あなたは大丈夫？

新型コロナフレイル予防の た ち つ て と

た
ち
つ
て
と

新型コロナウイルスワクチン接種を実施しています
ɹϫΫνϯΛ઀छ͢Δ͜ͱͰɺ͍ߴॏ঱Խ༧๷΍ײછ༧๷ͳͲҰఆͷޮՌ͕ظ଴͞Ε͍ͯ·͢ɻ
ʓ３ճ໨઀छͷର৅ऀɿ12ࡀҎ্ͷํɻಛʹए͍ํΛؚΊ３ճ໨઀छ͕͓ࡁΈͰͳ͍ํ͸ɺ͓ૣΊͷ઀छʹ͍ͩ͘͝͞ྗڠɻ
ʓ̐ճ໨઀छͷର৅ऀɿᶃ60ࡀҎ্ͷํ
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹᶄ18ࡀҎ্60ࡀະຬͰױ࣬ૅجΛ༗͢Δํɺͦͷଞײછͨ͠৔߹ͷॏ঱ԽϦεΫ͕͍ߴͱҩ͕ࢣೝΊΔํ
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹᶅҩྍै͓ऀࣄΑͼࢪऀྸߴઃ౳ैऀࣄ
ʓ̑ࡀҎ্11ࡀҎԼͷ͓͞ࢠΜ͸ɺ１ɾ̎ճ໨ͷ઀छ΋࣮͍ͯ͠ࢪ·͢ɻ
ɹ͝ՈఉͰ࿩͠߹͏ͳͲɺ઀छʹ͍ͭͯ͝ݕ౼͍ͩ͘͞ɻ
■お問い合わせ・お申し込み
　棚倉町新型コロナワクチン相談専用ダイヤル　☎０１２０－５６７－５４２
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ਅ͸্ࠩ͛͠·͢ɻࣸͨ͠ࡌܝ
਎ۙͳ৘ใ͕͋Γ·ͨ͠Β஍Ҭ૑ੜ՝·Ͱ͓஌Β͍ͤͩ͘͞ʂ

地域創生課　企画調整係　☎33-2112 Photos

〇春季東北地区高等学校野球大会
؛
ㆌ㆗ㆪㆿ

೾ ߤ
㆓ㆄㆠㆂ

େ͞Μ（ޫೆ３ߍߴ年）
ߕ
㆓ㆄ

լ
ㆋ

༸
㇈ㆄ

स
㆗㇅ㆄ

͞Μ（ಉ３ߍ年）

〇東北高等学校陸上競技大会
౻
ㆵ㆘

ా
㆟

ঞ
㆕ ㆌ

（年̎ߍߴ日େ౦๺）Μ͞ݾ
ඌ
ㆈ

ຠ
ㆾ㆟

ɹɹ੟
ㆲㆉ㇊

͞Μ（നՏѴ̎ߍߴ年）

˛ࣸਅ͔ࠨΒ2人໨ ໺ଜҍ͞ࢠΜɺ6人໨ ۚᖒ๎೫͞אΜɺ̓人໨ ҴଜगՆ͞Μɺࣸਅӈ͔Β̒人໨ ໺ଜ ಹ͞Μ

˛౻ాঞ͞ݾΜ ˛ബҪւే͞Μ ˛খྛַԝ͞Μ（ࠨ）ɹۙ౻ߒଠ͞Μ（ӈ）

〇東北高等学校ソフトテニス選手権大会
ബ
ㆄ㆙

Ҫ
ㆂ

ւ
ㆉㆂ

ే
ㆨ

͞Μ（നՏ３ߍߴ年）

〇東北高等学校対抗自転車競技選手権大会
খ
㆓

ྛ
ㆰ㇄㆗

ַ
㆟㆐ㆲ㇍

ԝ͞Μ（ֶ๏ੴ઒̎ߍߴ年）
ۙ
㆓㇓ㆩㆄ

౻ ߒ
㆓ㆄ

ଠ
㆟

͞Μ（ಉ̎ߍ年）

〇東北高等学校女子ソフトボール選手権大会
໺
ㆮ

ଜ
㇀㇉

ҍ
ㆀ ㆓

Ŋۚ（３年ߍߴനՏѴ）Μ͞ࢠ
ㆉㆪ㆖㇏

ᖒ๎
ㆻ ㆮ ㆉ

೫͞אΜ（ಉ３ߍ年）
Ҵ
ㆂㆪ㇀㇉

ଜ ग
㆗㇅

Ն
ㆉ

͞Μ（ಉ３ߍ年）ɺ໺
ㆮ

ଜ
㇀㇉ ㆯ㇋

ಹ
ㆪ

͞Μ（ಉ̎ߍ年）

▲

Let’sたなちゃん人づくり激励金　～頑張る皆さんを応援します～
各大会に出場した皆様に激励金を交付しました。今後も皆さんのご活躍を応援しています。
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ɹொٞձٞһͱͯ̐͠16ظ年ʹΘͨΓ在৬
͢ΔͳͲɺொͷൃలʹଟେͳݙߩΛ͞Εͨ
ͱͯ͠ɺ（ނ）௕ాউॏ͞Μ（అ）͕ʮѴ
日୯ޫষʯΛडষ͞Ε·ͨ͠ɻ఻ୡࣜʹ͸ɺ
ࡊ઒ࢢͷϤγΠ͞Μͱɺ௕ా͞Μͷଙͷ࠺
ԝ͞Μ͕ग़੮͠ɺԭ໺෱ౡݝݝೆ஍ํৼڵ
఻ୡ͞Ε·ͨ͠ɻ͕ه܄ষͱ܄௕͔Βہ
ɹ௕ా͞Μ͸ɺްੜจڭৗ೚ҕһձҕһ௕
ͳͲͷཁ৬Λྺ೚͠ɺެਖ਼ͳٞձӡӦʹେ
ΔͳͲɺொ੓ൃలͷͨΊʹ௕年͢ݙߩ͖͘
ʹΘͨΓ͝ਚྗ͍͖ͨͩ·ͨ͠ɻ

▲  町の発展に大きく貢献

7
8 日

月

ɹླ໦ਖ਼ඒ͞Μ（৓੻）͕ʮਸ਼ๅ૒ޫষʯ
Λडষ͠·ͨ͠ɻ
ɹླ໦͞Μ͸38年ͷ௕͖ʹ౉Γڭҭऀͱ͠
ͯ৬຿ʹઐ೦͠ɺڭҭৼدʹڵ༩͞Ε·͠
ͨɻ୨૔தֶߍͰ͸ڭ་ɺڭ಄ɺߍ௕ͱ͠
ͯ௨14ࢉ年ۈ຿͞Εɺߍ௕࣌୅ʹ͸ɺશࠃ
߹এίϯΫʔϧશࠃେձͰ࠷༏ल৆ͷʮจ
෦େਉ঑ྭ৆ʯΛड৆͢ΔͳͲɺੜెͷจ
෢྆ಓΛ࣮現͠·ͨ͠ɻ

▲ 教育振興に寄与

6
20 日

月

ɹֶڭߍҭৼڵͷͨΊொ΁ଟֹͷ͝دෟΛ͞
Εɺொڭҭൃలʹͨ͠ݙߩͱͯ͠ɺѨٱ௡ః
෉͞Μɾϊϒ͞ࢠΜ͝෉࠺（ೆொ）ʹɺࠠद
๙ষ͕त༩͞Ε·ͨ͠ɻ
ɹѨٱ௡෉࠺͸ɺฏ੒30年ʹ΋ࠠद๙ষ͕
त༩͞Ε͓ͯΓɺࠓճ͕̎౓໨ͷत༩ͱͳΓ
·ͨ͠ɻ
ɹ఻ୡࣜͰః෉͞Μ͸ɺʮडষ͸਎ʹ༨Δޫ
ӫɻޙࠓ΋ؾݩͳ͏ͪ͸ொʹ͖͍ͨͯ͠ݙߩ
͍ɻʯͱɺडষͷײ૝Λड़΂ΒΕ·ͨ͠ɻ

紺綬褒章を伝達 ▶

6
20 日

月

ɹՆٳΈؒظத（̓月21日ʙ̔月19日）ɺ
༦ํ̑࣌લʹؼ୐ؒ࣌Λ͓஌Βͤ͢Δ๷ߦࡂ
੓༻ແઢ͸ɺۙ௡খֶ̒ߍ年ླ໦༔ే͘Μɺ
Μ͕୲౰͍ͯ͠·͢ɻ͘׎઒Ѫߥ
ɹೋ人ͱ΋Կ౓΋࿅शͯ͠౰日ʹྟΜͰ͘Ε
·ͨ͠ɻ࿥Իޙɺླ໦͘Μ͸ʮۓு͚ͨ͠
Ͳ࿅शͷ੒ՌΛൃشͰ͖ͯΑ͔ͬͨʯɺߥ઒
͘Μ͸ʮ҉ͨ͠ه੒Ռ͕ग़ͯؒҧ͑ͣʹͰ͖
ͨʯͱײ૝Λ࿩ͯ͘͠Ε·ͨ͠ɻ

おうちへ帰る時間になりました ▶

7
14 日

月

まちの話題
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町民リレー 263

◆
氏
名
…
横
山

里
美
さ
ん

◆
住
所
…
北
町

◆
職
業
…
パ
ー
ト

◆
趣
味
…
ホ
ル
ン
演
奏

菊
池
望
さ
ん
よ
り
ご
紹
介

を
い
た
だ
き
ま
し
た
横
山
里

美
と
申
し
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
機
会
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

夫
と
４
歳
の
娘
の
３
人
家

族
で
す
。
棚
倉
で
生
ま
れ
、

近
く
に
は
父
母
兄
家
族
も
住

ん
で
い
て
、
い
ろ
い
ろ
と
助

け
て
も
ら
っ
て
暮
ら
し
て
い

ま
す
。
神
奈
川
に
住
む
夫
の

両
親
た
ち
に
は
、
今
は
な
か

な
か
会
う
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、
２
年
以
上
会
え
て
い

ま
せ
ん
が
、
毎
日
の
よ
う
に

写
真
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ

て
い
て
、
娘
の
成
長
を
共
に

喜
び
、
私
た
ち
を
応
援
し
て

く
れ
る
心
強
い
存
在
で
す
。

自
分
が
親
に
な
り
改
め
て

思
う
の
は
、
そ
ん
な
両
親
た

ち
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
で
す
。

楽
し
い
こ
と
や
大
変
な
こ
と

も
あ
っ
た
と
は
思
い
ま
す
が
、

ど
ん
な
時
も
両
親
が
応
援
し
、

心
配
し
、
見
守
り
育
て
て
く

れ
た
お
か
げ
で
今
の
自
分
が

あ
る
の
だ
な
と
改
め
て
感
じ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
度
は
両
親
が
し
て
く
れ

た
よ
う
に
、
娘
の
成
長
を
見

守
り
、
一
緒
に
笑
っ
た
り
泣

い
た
り
し
な
が
ら
、
自
分
自

身
も
成
長
し
て
い
け
た
ら
い

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
友
人
や
職
場
の
皆

さ
ん
、
娘
の
幼
稚
園
や
地
域

の
方
な
ど
た
く
さ
ん
の
方
に

お
世
話
に
な
り
、
助
け
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

娘
に
あ
り
が
と
う
っ
て
ど

ん
な
気
持
ち
？
と
聞
い
て
み

た
ら
、
「
う
れ
し
い
き
も

ち
」
と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
ん
な
嬉
し
い
優
し
い
気
持

ち
を
素
直
に
言
葉
に
し
て
伝

え
ら
れ
る
人
に
な
れ
た
ら
い

い
な
と
思
い
ま
す
。

お
名
前

野
澤

知
嘉
さ
ん

住

所

中
居
野

次
回
紹
介
者

マーク シャノン

Junior High School English Speech Contest
中学校英語弁論大会

I’m really excited for the English 
speech contest this year.

That’s coming up soon isn’t it?

Yes, it is. We have a contest every 
year in August.

What’s exciting about this year?

I’m excited every year, because it’s 
fun and rewarding to work with the 
students. They always practice 
their speeches’ very hard.

That sounds like fulfi lling work. I 
hope the students do well.

今年の英語弁論大会を楽しみにしてるよ。

あっ、そろそろだね。

そうだよ！毎年、8月に大会があるんだ。

今年の大会は何が楽しみ？

まあ、毎年大会があること自体楽しみだ
よ。生徒たちは一生懸命にスピーチを練
習するから、とても楽しくて、やりがい
があるんだ。

マーク先生は楽しんでるようですね。生
徒たちも上手くできるといいね！

Mark：

Shannon：

Mark：

Shannon：

Mark：

Shannon：

マーク：

シャノン：

マーク：

シャノン：

マーク：

シャノン：

みんなのひろば

先月は、連日雨模様でしたが、町内各所に咲く色とりどりの紫陽花を長く楽しむことができて良かったです。（佐藤）
編集後記

人の動き 令和４年７月１日現在
人口ɹ13,339人（－３人）ɹ世帯数ɹ5,088世帯（＋13世帯）ɹ男性ɹ6,573人（＋̑人）ɹ女性ɹ6,766人（－̔人）

　　　　人の動き　令和３年３月１日現在

人口  13,695人（－28人） 世帯数  5,094世帯（＋１世帯） 男性  6,7770人（－15人） 女性  6,925人（－13人）

棚倉町公式SNS
インスタグラム

【enjoy_tanagura_town】
フェイスブック

【棚倉町】
ツイッター

【たなちゃん(公式）
　　@LoveTanagura】

古市　愛子さん
（観音向）

昭和９年７月１日生

佐川ノブ子さん
（天王内）

昭和９年７月20日生

緑川ノブ子さん
（漆　草）

昭和９年７月５日生

大河内美代子さん
（福　井）

昭和９年７月25日生

沼野　光子さん
（岡　田）

昭和９年７月７日生

富岡嘉律子さん
（山　際）

昭和９年７月27日生

金沢ハツヱさん
（富　岡）

昭和９年７月25日生

菊地　ナカさん
（宮　下）

昭和９年７月10日生

蛭田ヨシイさん
（岡　田）

昭和９年７月27日生

※「おめでた｣・｢おくやみ」について、掲載を希望
されない場合は、地域創生課　企画調整係(☎33
－2112）までお申し出ください。

おめでた（６月中の届け出）

両親の名 出生児 住   所

ബ༿ɹେًɾ ɹಸ ႒ɹ੕（Γɹͤ）Լࢁຊ

おくやみ（６月中の届け出）

亡くなった方 年齢 住   所 亡くなった方 年齢 住   所
ࢠઍዳڮ∁ 92 ொ ཪ দຊɹتඒ 71 ۄ ໺
٠஑ɹॿ෉ 86 日޲લ 71 ߁ɹɹɹݪ ෋ Ԭ

໦ɹλέ 91 ؘέٰ ྘઒ɹɹ࢘ 67 ڧ ས
和஌ɹળ93 ࢢ ؘέٰ ۙ౻ɹਗ਼࣍ 91 େ ക
ԘాΞΩϊ 93 ؘέٰ ྘઒ɹ஧男 84 ࣫ ૲
੓໺ଟ84 ࢠت ੢தډ ٠஍ɹরྑ 86 ീ ௬
Լॏώϩϊ 99 ؔ 口 খๆɹ͍ͷ 99 ീ ௬
ۚᖒɹ℄男 87 ؔ 口 ౻ాϛϤ82 ࢠ ീ ௬

໦ɹ੒Ұ 67 Ֆ Ԃ ᜢੵτγϊ 88 தࢁຊ

米寿を迎えました
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５月の健診で撮影させていただいた皆さんです。７月号、８月号、９月号の３回で紹介します。

編
集
•発
行
／
棚
倉
町
役
場
地
域
創
生
課

令
和
４
年
８
月
１
日
発
行

たなぐらスナップ ～七夕まつり会～

　７月７日㈭の七夕に、町内の保育園、幼稚園では、七夕まつり会が行われました。七夕まつり会で
は、園児による願い事の発表のほか、七夕の絵本の読み聞かせや、先生による織姫と彦星の寸劇が行
われるなど、それぞれの七夕を楽しんでいました。また、園内には子どもたちが書いた短冊や七夕飾
りが大きな竹に飾り付けられ、七夕まつり会に彩りを添えました。

広
報

〒963－6192
福島県東白川郡棚倉町大字棚倉字中居野33番地

TEL 0247－
33－

2112　
FAX 0247－

33－
3715

こ
の
広
報
紙
は
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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●３歳児の健康診査で、むし歯がありませんでした。

む し 歯
の な い 子

お兄ちゃんと一緒には
みがきがんばってます。

こんどう　ももか ちゃん
毎日お兄ちゃんと歯
みがき頑張ってます。

むとう　りの ちゃん

毎日はみがきがんば
りました。

いしい　はな ちゃん
自分から頑張って磨
いてるよ！

すずき　くれは ちゃん
毎日、歯みがき頑
張っています。

さいとう　くれあ ちゃん
毎日歯みがきがん
ばっています。

わち　そうし くん

Α͘ຏ͚·ͨ͠ʂ

社川幼稚園

社川幼稚園

棚倉幼稚園

近津幼稚園

近津幼稚園

棚倉幼稚園

棚倉保育園




